
 

令 和 ３ 年 １ ０ 月 １ ５ 日  

 

令和３年度医療管理研修会のご案内 

 

標記研修会を下記の要領にて開催します。  

ご多忙とは存じますが、万障お繰り合わせのうえ、多数の先生、スタッフの

皆様のご参加をよろしくお願い申し上げます。昨年同様、オンラインでの参加も

可能となっております。密を避けるため、オンラインでのご参加にご協力を

お願い申し上げます。 

 

記  

１  日時   令和３年１１月１６日（火曜日） １９時３０分～２１時３０分  

２  場所   姶良地区歯科医師会館  大会議室またはオンライン  

             （会場受講については人数制限有）  

３  対象   歯科医師および歯科医院スタッフ  

４  演題   「安心で安全な歯科医療に向けて  

 ‐まずはマスクと手指消毒から‐  in 姶良  Part 5」  

５  講師   鹿児島大学  大学院医歯学総合研究科  歯科麻酔全身管理学分野  

                                           教授  杉村  光隆  先生  

 

※  日歯生涯研修事業について  

会場で受講される方は IC カードをお持ち下さい。  

オンラインで受講される方は Zoom でお申し込みをしていただく際に、

「日歯 ID」、「受講証明書の有無」、「職種」を登録して下さい。  

 

※  本研修会は以下の施設基準に関わる研修項目に該当します。  

【初診料の注１】の「院内感染防止対策」  

【外来環】の「医療事故等に対する医療安全対策・偶発時に対する緊急時対応」 

【か強診】の「高齢者の心身の特性」  

受講証明書は姶良地区歯科医師会または伊佐市歯科医師会の会員（準会員

含む）の希望者で遅刻早退が無い場合に発行いたします。オンラインで

受講される場合は、Zoom の入退室の記録と講演中のキーワードの確認

で参加確認を行います。  

 

※  当日資料は、後日 QR コード及び URL を記載した事務連絡をお送りいた

しますので、そちらからダウンロードをお願いいたします。  



 

※  参加申し込みについて  

●【会場での参加をご希望の方】  

下記の申込書に必要事項をご記入のうえ、１ 1 月８日（月曜日）までに、

姶良地区歯科医師会（ FAX 0995‐ 58‐ 4389）までご返信をお願い致し

ます。  

●【オンラインでの参加をご希望の方】  

・ Web 会議ツールの Zoom を利用したオンラインセミナーで参加できます。

（インターネット環境があれば PC・スマホで参加可能です。）  

・  下記の URL もしくは QR コードより事前登録をお願い致します  

申込みＵＲＬ              申込みＱＲコード  

https://qr.paps.jp/CocAM    

                

                                    

令和３年度 医療管理研修会 会場受講 参加申込書 

※  令和 3 年度医療管理研修会 (11 月 16 日開催 )に会場での受講をご希望の

方は、下記の必要事項にご記入のうえ 11 月 8 日 (月 )までにお申し込み

ください。  

本申込書は会場受講を希望される場合のみご提出ください。  

オンラインでの受講を希望される場合は上記記載の URL または  

QR コードからご登録をお願いいたします。  

●  会員参加  

歯科医院名   

会員氏名   

施設基準受講証明書  希望する  ・  希望しない  

●  スタッフ参加者（     ）名  【スタッフはオンライン参加のみ】  

FAX 送信先  ０９９５－５８－４３８９  



令和３年度 医療管理研修会  
 

姶良地区歯科医師会主催 医療管理研修会 （2021.11.16） 抄録 

「安心で安全な歯科医療に向けて ‐まずはマスクと手指消毒から‐ in 姶良 Part 5」 

鹿児島大学 大学院医歯学総合研究科 歯科麻酔全身管理学 

                              杉村 光隆 

 

昨年、「僭越ながら・・・私、7月で生まれ変わりました。還暦です！」っと申し上

げて早 1年！光陰矢の如し、とはまさに今のことかと体感する日々です。 

毎年機会を与えていただく本講演もPart5となり、心より感謝を申し上げます。コ

ロナ禍での診療の現場においても、誰もが感染対策に敏感になり、衛生面での意識レ

ベルは随分上がったでしょうか。ただ、日々の業務の中で、衛生状態が曖昧な状況も

あるかもしれません。一方、患者様においては、今まであまり気にしなかったことが

気になる方もおられることでしょう。手指衛生、マスク装着・咳エチケット、3 密回

避、換気など、少し前にはそこまで徹底していなかったこともあるかもしれません。

この 1～2 年の間にいわゆるニューノーマルにも少しは慣れましたが、この窮屈感が

ずっと続くのでしょうか。しかし、それがニューノーマルなのかもしれません。 

ただ、我々の業種はもともと感染対策、医療安全を求められており、その根底にあ

る考え方はコロナ禍の有無によらず、変わるものではありません。今回の講演も内容

はこれまでに準ずるもので恐縮ですが、月並みであるが故に堅固にしておくことが、

超高齢社会ならびに福祉社会への備えになります。限られた時間でいつもバタバタと

したお話になりますが、今一度、安心・安全な歯科医療に向けての思い・考え方を再

認識する機会としていただけましたら幸いです。 

今年も１）院内感染対策、２）偶発症など緊急時の対応、３）高齢者の心身の特性

についてお話申し上げる予定ですので、しばしお付き合い願います。 


